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戦争遺跡の授業実践における多様な活用ナ
ー±崎空襲を題材とした近隣各学校の取り組みを事例として一

外池智＊

秋田大学教育文化学部

本稿では，昨年度の論稿を引き継ぎ，戦争遺跡の指定・登録の現状とその類型的分析を

試みるとともに，戦争遺跡の授業実践における多様な活用について，土崎空襲を題材とし

た土崎地区の各学校の取り組みを事例として検討した．実践分析については，土崎地区の

全学校，すなわち小学校５校，中学校３校，高校１校のそれぞれの実践を取り上げ，どの

ように戦争遺跡を学習活動に取り上げているのか，また単元構成の中でどのように位置付

けているのかを視点として各実践を検討した．戦争遺跡の多様な活用として，（１）平和学習

としての活用，(2)キャリア教育や「生き方」教育としての活用，(3)身近な地域理解学習と

しての活用，(4)修学旅行の一環として沖縄との比較研究としての活用，(5)課題形成能力・

課題解決能力・表現能力の育成としての活用として５つに類型化し，それぞれの実践の特

色を示した．
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１．本研究の目的

戦後60年を超える年月を経て，直接的な戦争体験

を持つ世代が減少していくにつれ，身近な人たちか

らの「戦争」の語り伝えは日々失われつつある．戦

争の「語り部」の減少，「ヒト」から「モノ」へ，

確実に戦争の「記憶」や「記録｣，「痕跡」が移行し

ていく中，体験者の持つリアリテイに迫る理解・共

感可能な学習をどのように展開していくのか，これ

からの戦争学習の大切な課題である．

こうした現状を踏まえて，本稿では昨年度の論稿

｢戦争遺跡のアーカイブと歴史教育おける活用一秋

田県を事例として－１」を引き継ぎ，戦争遺跡の指

定･登録の現状とその類型的分析を試みるとともに，

士崎空襲を題材とした近隣各学校の取り組みを事例

として，戦争遺跡の授業実践における多様な活用に

ついて検討したい．昨年度の論稿においては，現在
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の全国における戦争遺跡について，特に文化庁を中

心とした「近代化遺産総合調査2」による取り組み

を整理するともに，その学校教育における学習材と

しての活用を秋田県を事例に取り上げ，特に土崎空

襲を題材にした小・中・高校のそれぞれの実践に関

して，近隣の小学校２校，中学校１校，高校１校に

ついて検討した．本稿では，さらにこれら４校を含

む士崎地区の全学校，すなわち小学校５校，中学

校３校，高校１校のそれぞれの実践について，どの

ように戦争遺跡を学習活動に取り上げているのか，

また単元構成の中でどのように位置付けているのか

について検討していきたい．

2．戦争遺跡における指定・登録の現状（2008年８

月現在）

国や県，各市区町村による文化財としての指定・

登録3は，1990年の「沖縄陸軍病院南風原壕群20号」

(沖縄県南風原町）の町指定を皮切りに，2008年８

月現在で，国指定文化財１６件（１１．１％，前年比５件

増)，県指定文化財７件（49％)，市区町村指定文

化財63件（43.8％)，国登録文化財51件（35.4％，前
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年比４件増)，市区町村登録文化財４件（2.8％)，

北海道遺産4．市民文化資産５３件（21％，今年度よ

り計上）の合計144件（前年比12件増）が指定・登

録されている６（｢資料ｌ全国の指定・登録戦争遺

跡一覧」「資料２各都道府県別指定・登録戦争遺

跡数」参照)．各指定・登録文化財では，現在144件

の指定・登録の内，市区町村指定文化財が63件で最

も多く，全体の４割以上を占めている．都道府県別

では，北海道が24件（前年比１件増）と最も多く，

その内訳は国指定２件，県指定５件，市区町村指定

14件，国登録２件，道遺産１件である．全24件の内

１７件が屯田兵に関わる遺跡で，７割以上を占めてい

る．次は千葉県の17件で，その内訳は県指定１件，

市区町村指定１４件，国登録２件である．全17件の内

１２件が南房総市の「大房岬要塞群」で７割を占め

ており，全て「②軍事・防衛」関係の遺跡である７．

３番目は鹿児島県の14件（前年比１件増）で，その

内訳は市町村指定２件，国登録１２件である．全１４件

の内８件が瀬戸内町に代表される小学校の「奉安

殿」で６割近くを占めている．４番目は昨年は沖縄

県の８件であったが，今年度は京都府の10件（前年

比３件増）である．その内訳は，国指定５件（前

年比４件増，３件純増で１件は市町村指定からの変

更)，国登録５件である．舞鶴市の海軍兵器廠弾丸

庫などの武器庫の指定が特色的である．

さらにこうした指定・登録文化財を前述した８

つの類型で整理したものが「資料３全国の指定・

登録戦争遺跡類型化」と「資料４都道府県別指定・

登録戦争遺跡類型別数」である．類型別に見ると，

全144件の内，やはり「②軍事・防衛」関係が56件

(38.9％，前年比７件増）で最も多く，次が「⑧そ

の他」で23件（16.0％，前年比１件増)，「①政治・

行政関係」が22件（153％)，「⑤居住」関係で21件

(146％，前年比３件増）である．最も多かった「②

軍事･防衛」関係の都道府県別では，千葉県の１５件，

北海道の９件（前年比１件増)，鹿児島県と京都府

の５件の順で多く，中でも千葉県では前述した南房

総市の「大房岬要塞群」が，北海道では陸軍や屯田

兵関連遺跡が，鹿児島では「陸軍知覧飛行場関連遺

跡｣，京都府では「舞鶴市海軍兵器廠」の武器庫関

係が多くを占めている．続く「⑧その他」の23件で

は鹿児島県が９件(前年比１件増）で突出しており，

その内訳は前述した通り瀬戸内町に代表される小学

校の「奉安殿」が多くを占めている．「①政治･行政」

２

関係の22件は，全国で平均的に見られるが，４番目

の「⑤居住」関係の21件では，北海道の９件が半数

を占めており，前述した屯田兵関係の遺跡が多い．

最後に，こうした文化財の指定・登録別と類型の

相関を整理したものが「資料５指定・登録ごとの

戦争遺跡類型別数」である．国指定では１６件のう

ち「①政治・行政」関係と「②軍事・防衛」関係が

各５件で，前者では「陸軍第７師団借行社」（北海

道旭川市),「陸軍第８師団借行社」（青森県弘前市)，

｢陸軍金沢借行社」（石川県金沢市）の借行社関連遺

跡が目立つ．また，こうした国指定文化財の中に

は，近現代の戦争遺跡登録の火付け役となった「原

爆ドーム」（広島県広島市）も含まれる．その他市

区町村指定や国登録文化財では，やはり「②軍事・

防衛関係」が多いが，特に国登録文化財（51件）の

内，ｌ/4近くを占める「⑧その他」が目立ち，その

内訳は前述した鹿児島県瀬戸内町を中心とした「奉

安殿」である．

3．土崎空襲を事例とした学習材としての活用

秋田県下の戦争遺跡とそのアーカイブの現状に関

しては，昨年度の拙稿で取り上げた通りである．秋

田県下の場合，戦争遺跡．資料関係のアーカイブに

関しては，全県的な組織的取り組みはなされておら

ず，文化財としての指定．登録も全くなされていな

い状況である８．また全県を網羅する体系的刊行物

も発刊されていない．しかし，市民運動として，日

中不再戦友好碑建立実行委員会(1965)が母体となっ

て1971年に発足した｢日中不再戦友好碑をまもる会」

(佐藤守理事長,奥山昭五代表,富樫康雄事務局長)，

そして1975年の士崎港被爆30周年を記念して組織さ

れた「土崎空襲被爆市民会議」（高橋茂会長）の二

つの団体の活動は突出している．これら二つの団体

からは,土崎空襲関係では『はまなすはみた9』（1981

年)，「証言．士崎空襲'0』（1992年）『新はまなすは

みた'１』（2002年）が，花岡事件関係に関しては『花

岡事件五十周年記念誌12』（1995年）や「花岡事件

六十周年記念誌13』（2005年）などの体系的刊行物

も発刊され，構成員によるフィールドワークも積極

的に実施されている．

本稿では，このうち土崎空襲について取り上げて

いきたい．土崎空襲の概要も前掲書の通りである．

1945年８月14日午後１０時半ごろより翌'5日未明にか

けて約４時間にわたり行われた夜間空襲で，「日本
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で最後の空襲」と呼ばれている．攻撃目標は，当時

日本で最大の産油量をあげていた雄物川河口に立地

された日本石油製油所であったが，近隣の民家も多

大な被害を受けた．B29を中心とした爆撃機約１３０

機により12,000発を超える爆弾が35フィート（約１１

ｍ）間隔で投下され（国内での空襲では，最大投下

数とも言われている)，目標である日石は壊滅する

とともに,死者数は非戦闘員93名（日石職員市民，

警察など)，兵士の約160人（高射砲中隊員，機関銃

隊員など）の計250名ほどにも上った'4．

この土崎空襲に関わる戦争遺跡は，空襲であるが

ゆえに当時のまま残存しているものは極めて限られ

ており，日石関係の建築物では唯一残存している新

日本帝国石油秋田油槽所内の被爆倉庫（以下，被爆

倉庫と示す）や雲祥院の首なし地蔵などであるし

かし，「土崎空襲被爆市民会議」では，地域に残さ

れている供養塔や跡地などを含めた遺跡１２箇所を整

理した「ウォーキング・マップ」を作成し，戦跡の

保存，普及活動を展開している．

また，こうした土崎空襲に関わる戦争遺跡は，近

隣の学校の中での社会科や地理歴史科の教科教育

や，「総合的な学習の時間」の多様な学習活動の中

で積極的に活用されている．ここでは，空襲地近隣

の全学校，すなわち小学校５校（土崎小学校，土崎

南小学校,飯島小学校,飯島南小学校港北小学校)，

中学校３校（土崎中学校，飯島中学校'５，下浜中学

校)，高校１校（秋田中央高校）のそれぞれの実践

について，取り上げていきたい．

さて，近隣諸学校の取り組みを検討すると，まず

以下の５つの実践として整理することができる．

(1)平和学習としての活用

(2)キャリア教育や「生き方」教育としての活用

(3)身近な地域理解学習としての活用

(4)修学旅行の一環として沖縄との比較研究として

の活用

(5)課題形成能力・課題解決能力・表現能力の育成

としての活用

この５つの類型により，各学校の実践について，

どのように戦争遺跡を学習活動に取り上げているの

か，また単元構成の中でどのように位置付けている

のかについて検討していきたい．（｢資料６土崎空

襲に関する近隣各学校の取り組みと単元構成｣参照）

館31号2009年

(1)平和学習としての活用

社会科や総合の時間，あるいは文化祭の企画展な

どで，戦争学習や平和学習のコンテキストで取り扱

われている事例で，土崎小学校，土llI奇南小学校，秋

田中央高校の実践である順次各学校の実践につい

て検討していきたい．

①秋田市立土崎小学校における実践

土崎小学校は，６年生の社会科の中で取り上げて

いる事例である'6．土'11奇小学校は，所在が被爆地の

すぐ近隣にあり，その敷地内には学童１２名が空襲に

巻き込まれて死亡したことを慰霊して「学童１２名受

難の碑」（1990年建立）が建てられているこの慰

霊碑には，月見草の咲く浜で遊ぶ12人の子どもの姿

が陶板に描かれており，かつて子どもたちと遊んだ

日々を，生き残った同窓生の美術教師が慰霊の意味

を込めて描いたものである．さらに，土崎小学校で

は,１９７５（昭和50）年に土崎被爆30周年記念式典（こ

の時に「土崎空襲被爆市民会議」が発足している)，

1977（昭和52）年には土崎被爆33回忌慰霊祭が開催

されている．

さて，土111奇小学校の６年生社会科は全100時間で

構成され,大単元は以下の６単元で構成されている．

まず「学年オリエンテーション」（２時間)，「ｌ大

昔の暮らしをのぞこう」（13時間)，「２武士の世の

中をさぐろう」（19時間)，「３新しい日本の国づく

りを見つめよう」（14時間)，「４戦争から平和への

歩みを見直そう」（12時間)，「５暮らしと政治を調

べてみよう」（11時間)，「６世界の人々とのつなが

りを広げよう」(17時間),予備時間１２時間このうち，

土'11奇空襲を取り上げているのは「４戦争から平和

への歩みを見直そう」（12時間）である．この全１２

§
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時間は，「オリエンテーション」（１時間)，「ｌ戦

争と人々の暮らし」（６時間)，「２平和で豊かな暮

らしを目ざして」（４時間)，「まとめ」（１時間）で

構成されている授業の中では，やはり前述の被爆

市民会議の高橋茂氏を招き体験談を語ってもらうと

ともに，不発弾の現物や被爆者の衣服などの戦争遺

物の現物資料も活用している．また，子どもたちは

各自のグループごとの課題を設定し，『はまなすは

みた』「新はまなすはみた』などの文献資料，被爆

倉庫や雲祥院などの戦争遺跡へのフイールドワー

ク，近隣の被爆体験者への聞き取りなどの調べ学習

を展開している．さらに，８月１４日の慰霊祭には，

毎年慰霊作文を小学生が直接読み上げており，これ

は希望者による家庭学習により実施されている．

②秋田市立±崎南小学校における実践

土崎南小学校は，「総合的な学習の時間」におい

て44時間というかなり多くの時間をかけ，土崎空襲

を取り上げている事例である'7．土崎南小学校は，

所在が被爆地のすぐ近隣にあり，当時は土崎高等女

学校があった．被爆日には第二救護所としてたくさ

んの負傷者が校庭に運ばれ，従軍看護婦の手ほどき

を受けていた生徒たちも救護に当った．しかし，医

者・看護婦・医薬費不足の中，この地で亡くなった

方も多く，現在は校庭内に「恒久平和の碑」が建立

(1988年）されている．こうしたこともあり，土崎

南小学校では土崎空襲について積極的に取り上げ，

特に総合的な学習の時間において「平和の大切さを

伝えていくために」という単元を設定し，取り組ん

でいるのである．

さて，「平和の大切さを伝えていくために」は全

部で44時間で構成され，「プロジェクト１５５年前に

何が起きた？～土崎空襲について知る～｣(１２時間)，

４

｢プロジェクト２土崎空襲を伝えようPartl～土

崎空襲コーナーに展示する資料を作成しよう～」

(１６時間)，「プロジェクト３土崎空襲を伝えよう

Part２～校内に土崎空襲コーナーをつくろう～｣(１６

時間)の３部構成になっている18．大局的に見て,「プ

ロジェクトｌ」は，基本的に調べ学習であり，「プ

ロジェクト２．３」はそれをまとめ表現していく構

成になっていることがわかるとりわけ「プロジェ

クトｌ」（12時間）での調べ学習では，視聴覚資料

としてビデオ，文献資料として新聞，臨地的調査と

して被爆倉庫などへのフィールドワーク，そしてゲ

ストテイーチャーとしてやはり高橋氏，さらに被爆

体験者である浅野喜代さんからの体験談の聞き取り

と意図的に多様な資料や調査対象を設定し，多角的

に土崎空襲をとらえる工夫がなされていることが指

摘できる．前述したように，土崎空襲に関わる戦争

遺跡は極めて限られており，日石関係の建築物では

唯一残存している被爆倉庫や雲祥院の首なし地蔵な

どである．こうした限られた痕跡を多角的資料や体

‘験者の語り，そして臨地的調査などにより，より臨

場的に事象をとらえる工夫をしているのである．

③秋田県立秋田中央高校における実践

秋田中央高校は，文化祭の戦後60年（土崎空襲か

ら60年）企画展において，生徒会執行部の生徒を中

心としてプロジェクトワークとして土崎空襲を取り

上げた事例である１９．秋田中央高校もその所在が土

崎地区にあり，被爆地のすぐ近隣に立地している．

宅壷

さて，同校の生徒会執行部は，例年，ビデオ上

映会を行ってきたが，「人も来ないし盛り上がらな

い」状況が続いていた．そこで，４月の執行部会議

で「今年は何か違うものを」と話し合い，2005年の
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土崎空襲60周年を迎える年の文化祭であるというこ

とで，土崎空襲のことをやれば地元の人も来るので

はないかと考え企画したのである．企画展を実施

するため，生徒会執行部の25人と一部新聞部員は，

文化祭の実施（６月２４．２５日）までに計10数回に及

ぶ「勉強会」を実施している特に第１回目（５月

23日）の「勉強会」では，校内勉強会とし，同校の

近江谷正幸教諭により土崎空襲の基礎的学習と被爆

倉庫へのフィールドワークの事前学習を実施してい

る．第２回(５月25日)には,被爆倉庫などへのフィー

ルドワークと不発弾等の現物資料が残されている国

土交通省秋田港湾事務所内資料室の見学を行い‘そ

の後は校内に戻り，高橋氏をゲストテーチャートし

た体,験談の聞き取りを実施している．実際の文化祭

では，２４日に生徒会有志が『はまなすはみた』を群

読し，２５日の一般公開日には，調査内容をまとめた

パネルや被爆市民会議から借りた爆弾の現物資料，

犠牲者の衣類など多数を展示し，その内容はホーム

ページ上でも公開している．執行部のリーダーで

あった吉田優香（当時３年生）さんは，その後，被

爆地で水を求めた被爆者らが集まってその多くが亡

くなった光沼を題材に絵画（縦73ｃｍ，横91cm）を

描いている．被爆市民会議の要望を受けて制作した

もので，土崎空襲60年犠牲者追悼平和記念式典で披

露されている．

(2)キャリア教育や「生き方」教育としての活用

キャリア教育の一環として，あるいは過去を振り

返り，現在を見つめ，未来の生き方を考えるとして

｢生き方」教育として取り上げている事例で，飯島

小学校飯島南小学校の実践である．

①秋田市立飯島小学校における実践

飯島小学校は，「総合的な学習の時間」で大単元

｢飯島発未来へとつなぐ平和への思い」を25時間

で設定し，児童達の生き方教育として取り上げてい

る事例である20．飯島小学校も所在が被爆地の近隣

で，戦時中は横須賀海軍軍管区武山海兵燃料隊が駐

屯し，松根油採油作業に従事していた．部隊は土崎

空襲当夜，救援のため出動したが，先頭のトラッ

ク１台は被爆し，約30人が死亡した死体は同校敷

地内の松林下に並べられた．これを慰霊し，１９８９

(平成l）年には前庭に，１９９８（平成6）年には裏庭

に慰霊碑が建立されている．
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さて，こうした飯島小学校では，「総合的な学習

の時間」を「まつかぜタイム」（6年生は全80時間）

として実施している．３－６年生のそれぞれで学年

テーマがあり，３年生は地域，４年生は福祉，５年

生は環境,６年生は生き方が大テーマになっている．

とりわけ６年生では，「めざす子供の姿」として設

定されている目的のうち，２番目の目的として「日

本の歴史や文化，昔の人々のくらしに触れる活動を

通し，現在の自分や社会を見つめ，これからの自分

の歩みや人類・地球の未来について考えていこうと

するこども2'」としており，過去を振り返り，現在

を見つめ，未来の生き方を考えるという設定になっ

ている．
舌

､瞳.筑理蛎醗謡 噂霞 淫１

さて，６年生の「まつかぜタイム」（全80時間）

の大単元は以下の６単元で構成されている．「オリ

エンテーション」（２時間)，「わたしたちの旅づく

り～仙台，松島大発見～」（１５時間)，「Iijima縄文

プロジェクト」（20時間)，「夏休みの自由研究」（事

前３，事後２時間)，「飯島発未来へとつなぐ平和」

(25時間)，「残そう１人類，地球へのメッセージ」

(13時間)．このうち，土崎空襲を大きく取り上げて

いるのは「飯島発未来へとつなぐ平和」（25時間）

である内容は，「つかむ」（４時間)－｢調べる．準

備する」（3時間)一「深める」（１５時間)一「振り返

る」（１時間）として，調べ学習を４段階にプロセ

ス化することで構成していることがわかる（資料６

参照)．最初の「つかむ」段階で高橋氏を招き，体

験談を聞くことで課題設定につなげている点は，他

校のように高橋氏の体験談そのものを調べ学習の対

象としているのとは違い，飯島小学校の特色であろ

う．しかし，さらに「深める」段階では，再度高橋

氏への聞き取りを実施したり，子どもたちの家族，

、
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地域の人々，雲祥院，被爆市民会議の方など対象を

広げている．

②秋田市立飯島南小学校における実践

飯島南小学校は，２００５（平成１７）年から2007（平

成１９）年まで「生き方指導としての進路指導」とし

て秋田市教育委員会から研究指定を受け，キャリア

教育の中で土崎空襲を取り上げた実践である22．飯

島南小学校は．ここで取り上げている土崎在所の学

校の中では，被爆地から遠く位置し，他の学校のよ

うに敷地内に慰霊碑などはない．

蔵荏。

さて，飯島南小学校では，研究主題として「ゆめ

きらり～一人一人が自分の生き方を見つめ，ゆめ

の実現に向かっていくことを目指して～」を掲げ’

1年生から６年生までを見越したキャリア教育’「生

き方教育」を構築した23．特に，６年生では「かが

やき学習」（｢総合的な学習の時間｣）の中で，「出会

い感動かがやけ命」をテーマに掲げ’大単元と

しては，「宮沢賢治を調べよう」（修学旅行との関

連)，「戦争を調べよう」，「今輝いている人に学ぶ」

の３つを構成している．この中で，「今輝いている

人に学ぶ」（全15時間）では，特に「生き方」教育

の中で，命にかかわる生き方をしている人から学ぶ

として「救急救命士」「助産師」「平和活動家」の三

例を挙げ，このうち「平和活動家」の生き方の中で

高橋氏を招くなどして土||ｌ奇空襲を取り上げたのであ

る．したがって，土崎空襲そのものは間接的学習対

象として位置付けられ’むしろ土崎空襲と向き合

い，今日まで地域での平和希求活動を続けてきた高

橋氏の生き方そのものが直接的学習対象となってい

る．調べ学習においても，文献からの学習や祖父母

や近隣のお年寄りからの聞き取りによる土崎空襲の

６

調べ学習はなされるが，被爆倉庫など戦争遺跡への

フィールドワークは実施されていない．構成は，資

料６の通りで，やはり学習を「見つける｣，「深め

る｣,｢広げる」の三段階にプロセス化し,最初の「見

つける」では「『輝くこと』を考えよう」（3時間)，

次の「深める」では「輝いている人の生き方や仕事

をさぐろう」（３時間)，「取材したことや調べたこ

とをもとに,学習会の準備をしよう」（25時間),「『輝

くためにｊ学習会を開こう」（１５時間)，「｢輝くた

めに」交流会に向けて準備をしよう」（3時間)，最

後に「広げる」では「『輝くために』交流会で学び

を語り合おう」（２時間）の構成となっている．

(3)身近な地域理解学習としての活用

秋田市立港北小学校は，土崎空襲に焦点化して取

り上げているのではなく，「総合的な学習の時間」

において，児童たちの身近な地域理解学習の一環と

して取り上げている事例である24．港北小学校も所

在が秋田市土崎地区にあり，土崎南小学校ほどでは

ないが被爆地の近隣である．

さて．港北小学校においては，「かがやき」学習

(｢総合的な学習の時間｣）と社会科での戦争学習を

関連付けて土崎空襲を取り上げているが，特に「か

がやき」学習においては,大単元「土崎新発見」（４６

時間）のうち「この土崎から平和を願って」（３時

間）で取り上げている．単元の目標に「土崎の歴史

を知ったり，そこで生活している人たちの思いや願

いに直接触れたりすることで，ふるさとのよさを知

り，新たに見つめなおそうとする」とあるように，

児童たちに生活圏であり学習圏である土崎を知ろう

といった学習の一環として土崎空襲が位置付けられ

ているのである全35時間をかけて設定している前
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述の士崎南小学校とは対照的である．しかし，３時

間という限れられた時間ではあるが，被爆倉庫の見

学や空襲時の衣服，爆弾の破片などの実物史料の活

用，ケストティーチャーとしてやはり高橋氏を招き

体験談を語ってもらうなどして多様な観点から土崎

空襲をとらえる工夫をしている．

(4)修学旅行の一環として沖縄との比較研究としての

活用

秋田市立下浜中学校は，沖縄への修学旅行の事前

学習と「総合的な学習の時間」を連関させ，その事

前学習の調べ学習の一テーマで土崎空襲を取り上げ

ている事例である25.下浜中学校は，ここで取り上

げている他の実践校とは違い，空襲のあった秋田市

土崎地区からは約15kｍも離れており，学習対象で

ある士崎空襲関連の戦争遺跡が生徒たちの生活圏に

あるわけではない．しかし，やはり総合的な学習の

時間（｢S-WAVE26」と呼ばれている，全70時間）に

おいて，沖縄への修学旅行との関連で土崎空襲を取

り上げている．この「S-WAVE」は,「ｌ命の学習，

『生き方』の学習」（１０時間)，「２スキル学習」（１０

時間)，「３課題追究の時間」（50時間）の３つの大

単元で構成きれており，「課題追究の時間」ではｌ

～３年生においてそれぞれのテーマ設定がなされて

いる．それぞれのテーマは，１年生は「単元Ｉふ

るさと探索」と「単元Ⅱ職業人に学ぶ｣，２年生

は「秋田・沖縄比較研究｣，３年生は「単元Ｉ世

界の中の日本」と「単元Ⅱ卒業研究（個人研究)」

であり，特に士崎空襲を取り上げているのは２年生

の「秋田･沖縄比較研究」である．下浜中学校では，

2005年度より修学旅行先が沖縄県になり，その修学

旅行の事前学習と関連させて，このテーマが設定さ

れたのである．生徒たちは，「S-WAVE」の「３課

題追究の時間」（50時間）をあて，「秋田・沖縄比較

研究」の個人ごとの研究テーマを決め，課題研究を

進めている2006年度では,「沖縄のお菓子について」

や「沖縄の方言｣，「沖縄はなぜ日本一長寿国なの

か」などの全部で１９件の多様な比較研究テーマのう

ち,「沖縄の戦争について」「ひめゆり学徒について」

｢沖縄の戦争」「沖縄の地上戦～ひめゆり学徒隊～」

の４つが戦争学習に関わるテーマであった27．沖縄

での戦争学習を調べ学習として進めるとともに，そ

の比較研究としての秋田の題材として士崎空襲を取

り上げたのである．士崎空襲に関わる単元は，各自
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のテーマとは別に全員参加で，半日を４時間分とし

て郊外学習に当て，やはり高橋氏と新日本帝国石油

秋田油槽所佐々木和彦所長の案内により，被爆倉庫

などを見学・調査している．

(5)課題形成能力・課題解決能力・表現能力の育成と

しての活用

秋田市立士崎中学校では，「総合的な学習の時間」

におけるいわば課題解決学習の中で士崎空襲を取り

上げている事例である28．土崎中学校は，ＪＲ土崎駅

のすぐ近隣に位置するが，他の学校のように校内に

慰霊碑などは存在しない．

さて，土崎中学校では，「総合的な学習の時間」

の研究主題を「自ら学び，自ら考え，主体的な判断

をすることができる生徒の育成～人やものとのかか

わりの中で体験的な学習による課題形成能力・課題

解決能力・表現能力の育成を通して～」を掲げ，体

験的学習を通じての課題形成能力・課題解決能力・

表現能力の諸能力育成の中で，土崎空襲を取り上げ

ている．学年毎に指導計画の枠組みを決定するた

めのテーマを設け，第１学年では「郷土に学ぶ｣，

第２学年では「日本に学ぶ｣，第３学年では「世界

に学ぶ」が設定されている．第１学年では全54時間

で，「入門期ミニスキル前期」（１０時間)，「入門期ミ

ニスキル後期」（15時間）で，まず調べ学習の基礎

的なスキル（書籍新聞の利用,パソコンの基本操作，

発表の仕方など)の育成をし,次に｢自己課題設定期」

(29時間）において具体的に自己の学習課題を設定

していく（調査項目，調査内容の検討と決定，訪問

先の選定，訪問地についての事前学習，校外学習に

ついての計画・準備など)．そして，第２学年では

全68時間で，「自己課題検討期」（25時間）で実際の

フィールドワークの実施，「自己課題設定期」（６時

間）では，これまでの「郷士に学ぶ」での活動を踏

まえてテーマを「日本に学ぶ」に変え，「自己課題

追求期」（37時間）で盛岡などへのフィールドワー

ク実施している．最後に第３学年では全48時間で，

｢修学旅行校外学習」（８時間)，「自己課題解決期Ｉ」

(14時間)，「自己課題解決期Ⅱ」（12時間）で国際交

流学習，そして「学習のまとめと発信」（14時間）

でこれまでの学習の振り返りとまとめ，作品の作成

を実施している．士崎空襲は，第１学年から第２学

年前半にかけての「郷土に学ぶ」学習（計79時間）

の中で，取り上げられており，生徒全員の共通課題

７
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ではなく，それを学習したい生徒の課題解決学習と

して取り上げられている．学習の中では，元被爆市

民会議の会長であった越後谷太郎さん宅へ直接伺い

体験談の聞き取り,被爆倉庫へのフィールドワーク，

土崎図書館での文献調査などを実施している．また，

必ずしも土崎空襲のみならず，花岡事件と合わせて

学習を展開している生徒も多く，秋田県内の地域に

残る戦争学習として展開されている点は他校に見ら

れない特色である．

4．戦争遺跡の多様な活用

以上，本稿では昨年度の論稿を引き継ぎ，戦争遺

跡の指定・登録の現状とその類型的分析を試みると

ともに，士崎空襲を題材とした近隣各学校の取り組

みを事例として，戦争遺跡の授業実践における多様

な活用について検討してきた．とりわけ，実践分析

については，士崎空襲を題材にした小・中・高校の

それぞれの実践に関して，近隣の全学校，すなわち

小学校５校，中学校３校，高校１校のそれぞれの実

践について，どのように戦争遺跡を学習活動に取り

上げているのか，また単元構成の中でどのように位

置付けているのかを視点として検討してきた戦争

遺跡の多様な活用として，（１）平和学習としての活

用，(2)キャリア教育や「生き方」教育としての活

用，(3)身近な地域理解学習としての活用，(4)修学旅

行の一環として沖縄との比較研究としての活用，（５）

課題形成能力・課題解決能力・表現能力の育成とし

ての活用として５つに類型化し，それぞれの実践の

特色を示した．

最後に，こうした戦争遺跡の多様な活用として，

以下２点を挙げたい．

まず，第１点目として，戦争遺跡の学習財として

のより多様な開発についてである．本研究では，土

崎空襲地近隣の小学校５校，中学校３校，高校１校

について検討してきた．その取り扱いは既に示して

きた通りであるが，総括すると戦争学習や平和学習

のコンテキストで取り扱われている学校が３校（土

崎小学校，土崎南小学校，秋田中央高校）で，やは

り中心的なテーマとなっている．しかし，今回の実

践研究では，存外こうした戦争学習や平和学習のコ

ンテキストではない，実に多様な実践が行われてい

ることを見出すことができた.前述したように,キャ

リア教育や「生き方」教育として取り上げている飯

島南小学校，同じく過去を振り返り，現在を見つめ，

８

未来の生き方を考えるとして「生き方」教育として

取り上げている飯島小学校，児童たちの身近な地域

理解学習として展開している港北小学校，修学旅行

との関連で沖縄との比較研究の一環として取り上げ

ている下浜中学校，課題形成能力・課題解決能力・

表現能力の育成として取り上げている土崎中学校な

どの諸実践である．とりわけ飯島南小学校では，前

述したように「今輝いている人に学ぶ」（全１５時間）

で，特に「生き方」教育として，命に関わる生き方

をしている人から学ぶとして「救急救命士」「助産

師」「平和活動家」の三例を挙げ，このうち「平和

活動家」の生き方の中で高橋氏を招くなどして土崎

空襲を取り上げていた．それゆえ，土崎空襲そのも

のは間接的学習対象として位置付けられ，むしろ土

崎空襲と向き合い，今日まで地域での平和希求活動

を続けてきた高橋氏の生き方そのものが直接的学習

対象となっていた戦争遺跡を通じて，戦争そのも

のや平和を考究する学習を展開するというより，戦

後，そうした事実と向き合いどう生きてきたのかを

学ぼうと言う実践である29．戦争遺跡は，直接体験

に基づく「語り部」減少の中で，「モノ」に語らせ

る学習財として今後益々重要となる題材であるが，

それに関わって戦後生きてきた人達の生き方も含め

た多様な実践の開発も求められるのではないか．

第２点目として，上記と関連した「死」と「生」

に関する学習についてである．今回の土崎空襲に関

わる近隣各学校の授業実践の検討では，戦争遺跡が

実際には戦争学習や平和学習のみで活用されている

のではない実態を見出すことができた．とりわけ，

飯島南小学校や，飯島小学校に見られるように，戦

争を題材とした学習が戦争そのものの学習（戦争の

内容学習）だけではなく，その戦争における「死」

と向き合うことで，「生」の学習，すなわち，これ

からの生き方を考える学習として展開でき得ること

を示した実践に出会えたことは大きな収穫である．

戦争における「死」は,いわば「社会的死」である．

｢社会的死」とは，いわゆる自然死ではなく，ある

社会的事象や社会構造,社会制度,社会的問題など，

何らかの社会的要因により死を迎えなければならな

くなった「死」のことである．具体的には，戦死は

もちろんのこと，事故死，犯罪による死，過労死，

さらにいじめによる死なども含まれよう．こうした

｢社会的死」と向き合う時，その「死」が引き起こ

された背景や要因となる社会的事象と向き合うこと

秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要
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が可能になる．また，そうした「死」と向き合うこ

とで，これからの生き方を考える「生」の学習も可

能になるのである．戦争遺跡が，こうした「社会的

死｣と向き合う学習財として活用されている実態は，

戦争遺跡の多様な活用を示唆するものである．

さて，この他にも，昨年度の論稿で指摘したよう

に，早急な複合的・総合的戦争遺跡のアーカイブの

必要性，さらにその時だけのイベント的単発的取り

扱いではない，戦争遺跡活用の'恒常化の必要』性など

の課題も挙げられる．

戦後60年以上を経て，かつて肉親や地域の人々の

語りが物語っていた切実感，臨場感も含めた戦争に

対する豊かな感'性的認識が必要とされている．そう

した中，やはり戦争遺跡は注目される題材であり，

教科教育や「総合的な学習の時間｣，学校行事など

多様な学校教育実践の中で，より発展的に多様に活

用され得る学習材なのである．

’拙稿「戦争遺跡のアーカイブと歴史教育おける活

用一秋田県を事例として－」秋田大学教育文化学

部教育実践研究紀要編集委員会編『秋田大学教育

文化学部教育実践研究紀要』第30号，（秋田大学

教育文化学部附属教育実践総合センター，２００８

年)，13-31頁．

２「近代遺跡」としての調査は，１９９６（平成８）年７

月より文化庁文化財部記念物課が中心的に関わっ

ている調査である．これに先駆けて，１９９０．９１

（平成２．３）年に同じ文化財部の参事官（建造物）

が主導し実施された調査は「近代化遺産」として

調査されている．この「近代化遺産」に関わる調

査は，実際には，各都道府県の教育委員会が中

心となり実施され，報告書もまとめられている．

（秋田県教育委員会編『秋田県文化財調査報告書

第218集秋田県の近代化遺産一日本近代化遺産

総合調査報告書一』（秋田県教育委員会，1992年）

参照)．本研究で取り上げるのは，前者の「近代

遺産」としての調査である．

３国による登録制度は，１９９６（平成８）年の文化財

保護法の改正により，指定制度を補完するものと

して導入された登録制は，法令や条例などによ

り規制が及ぶ指定制とは違い，届出制と指導，助

言，勧告を基本とする緩やかな保護措置を講じて

所有者の自主的な保護に期待するものである．建

造物について先行導入されたが,これは建造物は，

第31号2009年

①開発の進展に伴う取り壊しの危機に瀕するもの

が多いこと，②一定の対象物件が把握されている

こと，などによるものである．建造物以外の有形

文化財については，引き続き保護手法の在り方が

検討されてきた．いずれにしろ，直ちに既存の指

定制度による指定を行うことは困難であるが，放

置しておくと消滅等の可能性が高く，保護が望ま

れる状況にあるとの結論から，この文化財保護法

の改正において，建造物以外の有形文化財，有形

の民俗文化財および記念物にも登録制度が拡充さ

れた（文化財保護法第三章第二節第90条，第132

条，第133条関係，佐々木利和「登録制度の拡充」

文化庁文化財部監修『月刊文化財五月号』第

500号（第一法規，2005年)，25-28頁参照)．なお，

県や市町村レベルでの登録制度は，国に先駆けて

導入されているところや未だ導入されていないと

ころもあり,秋田県下では未だ導入されていない．

４北海道遺産とは，北海道に関係する自然・文化・

産業などの中から，次世代へ継承したいものとし

て北海道遺産構想推進協議会が選定した有形無

形の財産群である．現在52件が指定されている．

1997年４月に，当時の堀達也北海道知事により提

唱された「北の世界遺産構想」が始まりで，同

年８月に北海道庁内に設置された「北の世界遺産

推進方策検討プロジェクトチーム」により１９９９

年５月に発表された報告書によって，北海道遺産

構想の枠組みが出来上がった．1999年から2000年

にかけて候補を公募し，北海道遺産構想推進協議

会（2001年設立）により選定が実施され，同年１０

月22日，応募総数約1万6000件の中から第１回選

定分の25件が決定した．2003年，第２回選定分の

候補が公募され，応募総数9107件の中から，翌

2004年１０月22日に第２回選定分27件が決定してい

る．

５横須賀市は「市民文化資産指定・補助要綱」（昭

和63年７月１日）の第２条において以下のように

規定している．（横須賀市ＨＰによる）

「第２条この要綱において「市民文化資産』と

は，文化財保護法（昭和25年法律第214号)，神

奈川県文化財保護条例（昭和30年神奈川県条例

第13号）及び文化財保護条例（昭和39年横須賀

市条例第41号）の規定により指定を受けた文化

財以外のもので，次に掲げるものをいう．

（１）有形文化資産建造物，絵画，彫刻，工

９
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芸品その他の有形の文化的所産で，文化の

振興を図るうえで重要なものをいう．

（２）無形文化資産演劇，音楽，工芸技術，

年中行事その他の無形の文化的所産で，文

化の振興を図るうえで重要なものをいう．

（３）その他の文化資産史跡，名勝地,動物，

植物，地質鉱物で，文化の振興を図るうえ

で重要なものをいう.」

６戦争遺跡保存全国ネットワーク事務局北原高子氏

提供資料参照．

７千葉県の場合，この南房総市の「大房岬要塞群」

の他,館山市の「海軍航空隊地下要塞赤山地下壕」

を代表する戦跡が約50カ所を数え，2002年には市

が「平和学習の拠点」を目指し，戦争遺跡の調査

研究員会を作っている．市民運動として，戦跡

ガイドのＮＰＯも結成され，市民レベルでのガイ

ドやフィールドワークも盛んに展開されている．

（｢みつめ伝える街角の戦跡足元の遺産今に生か

した「平和学習』で街づくり」朝日新聞（2004

年８月１４日)，２３頁参照）

８秋田県下の戦争遺跡については，秋田県教育庁生

涯学習課文化財保護室に直接確認している．とり

わけ，先の'996（平成8）の文化庁文化財部によ

る「近代遺跡調査」への報告資料も担当官に確認

していただいているが，戦争遺跡としてリスト

アップされたものは１件もなかったとの確認を得

ている．

９土崎港被爆市民会議編「はまなすはみた－士崎空

襲のはなし』（秋田文化出版社，1981年)．

'0士崎港被爆市民会議，佐々 木久春編「証言・土崎

空襲』（無明舎，1992年)．

'１土崎港被爆市民会議編「新はまなすはみた－語り

つぐ士崎空襲一』（秋田文化出版社，2002年)．

'2花岡事件五十周年記念誌編集委員会編「花岡事件

五十周年記念誌』（花岡の地・日中不再戦友好碑

をまもる会，1995年）

'3花岡事件六十周年記念誌編集委員会編「花岡事件

六十周年記念誌』（花岡の地・日中不再戦友好碑

をまもる会，2005年）

'4秋田市編『秋田市史第五巻近現代Ⅱ通史編』
（秋田市，2005年)，183-188頁参照

'５ただし，飯島中学校は，担当の先生に聞き取りし

た所，該当する実践は全く行っていないとのお答

えだったので，本研究では取り上げていない．

1０

16実践の内容に関しては，同小学校の結城浩三教頭

に聞き取りを実施し，詳細を伺っている．

17実践の内容に関しては，同小学校の竹内史子教諭

に聞き取りを実施し，詳細を伺っている．内容は

前掲書１と同様であるが，地域全体の実践を網羅

して掲載したいため，再度掲載している．

１８さらに，「今後の学習の発展として考えられる展

開」として「プロジェクト４土崎空数を伝えよう

Part３～士崎空襲の悲劇を伝える会を開こう～」

「プロジェクト５土崎空数を伝えようPart4～

高清水小学校の６年生にも伝えよう～」も構想さ

れている．

'9実践の内容に関しては，同高校の石塚淳子教諭に

聞き取りを実施し，詳細を伺っている．掲載内容

は，前掲註17と同様である．

20実践の内容に関しては,同小学校の佐藤幸子教諭，

伊勢忠彦教諭に聞き取りを実施し，詳細を伺って

いる．

21前掲註20の教諭からの提供資料による．

22実践の内容に関しては，同小学校の佐々 木衛教諭

に聞き取りを実施し，詳細を伺っている．

23飯島南小学校研究同人編「平成19年度飯島南小学

校研究のまとめゆめきらり「飯島南小キャリ

ア教育」３年次の歩み』（飯島南小学校，2007年）

参照

24実践の内容に関しては，同小学校の鈴木勇幸教頭

に聞き取りを実施し，詳細を伺っている．掲載内

容は，前掲註１７と同様である．

25実践の内容に関しては，同中学校の吹谷えり子教

諭に聞き取りを実施し，詳細を伺っている．掲載

内容は，前掲註17と同様である．

26「S_ＷＡＶＥ｣，「Shine，ShimohamaWillingly
AbilityEmotion,Experience（輝く，下浜の生

徒が喜んで取り組み能力を発揮し自主的

に学習し感動を得る，経験をもつ)」の意味を

こめて命名されている．（秋田市立下浜中学校編

『平成19年度下浜教育』（秋田市立下浜中学校，

2007年)，45-49頁参照)．

27秋田市立下浜中学校編「平成18年度総合的な学

習に時間レポート集Ｓ－ＷＡＶＥ第４集テーマ

～｢日本・ニッポン・Nippon｣』（秋田市立下浜中

学校，2006年)，9-31頁参照

28実践の内容に関しては，同中学校の佐藤孝教頭に
聞き取りを実施し，詳細を伺っている．
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2９このように，戦中の被害的事実や加害的事実など

二項対立的に取り扱う実践ではなく，戦中の事実

と向き合い戦後にどう生きてきたのかを学ぼうと

言う実践は，同じ秋田県での花岡事件を取り上

げ，授業実践を試みている．拙稿「花岡事件を事

例とした歴史教育実践の構築一加害的側面を受け

止めた地域の平和希求活動を重視して－」花岡事

件六十周年記念誌編集委員会編『花岡事件六十周

年記念誌』（花岡の地・日中不再戦友好碑をまも

る会，2005年)，250-269頁参照

第31号2009年

Summary

Thisisacontinuouslystudｙｏｆｔｈｅｌａｓｔｐａｐｅｒ、

Theresearchunderdiscussioncollecteddataon

someofwarsitesacrossjapan,especiallythose

relatedtoinvestigationsintomodernhistorical

remains,andanalyzedthemthoughcategorization・

Then，ｔｈｅｒｅsearchexaminedhowsuchdataare

beingusedinactualteachingbyfOcuｓｉｎｇｏｎｔｈｅ

ｃａｓｅｏｆｓｃｈｏｏｌｓｏｎｔｈｅＴｓｕchizakiaria,wherethe

TsuchizakiAirRaidswastakenupasatopicof

teaching

KeyWords：War-RelatedSites,HistoryEducation，
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資料１全国の指定・登録戦争遺跡一覧（2008年８月現在で144件）

１２ 秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要

中島飛行場半田製作所衣糧倉庫

冨圧恩
■■■ー■ー＝ー■■酋一卓一一凸一口一口■■ー■■■ローローーーーローロー■ーー■ー■凸凸凸一画■草画一一■■ｰ凸画一凸一一画画画画宇｡‐一宇■‐■■‐■凸卑一一一口■－－●

壷軍第15師団司令部庁舎
■■■＝‐ー■■■■■早口Ｃ－口守口■■■■＝■■■ーー甲宇一一一一一ローーーー■ｰ凸一ロー－･｡Ｃロー軸■■画一凸ロー写一再■■■‐■‐‐■‐■ー■‐■ヰー｡－■■‐■－－

亀張旭市ｉ旭兵器製造本社事務棟
＝＝ｰ~ー‐~画一一一一一一一■ーーー｡一＝画一画●--■－－■■凸■凸■一画ロウーー■－■■■■‐■■－やつ＝＝ロー■ロー－｡■‐①一一口一色一一画一一一一■－凸凸一

犬 山市ｉ明治村名古屋衛戊病院
＝＝一占画一一一画一画一宇一宇一一一■■①ｰーロー●＝画一一一■一口－－凸＝ロローーー宇宇一宇‐‐ー■‐ロ酋一＝＝‐‐＝‐‐‐‐ー‐ｰ‐凸＝－－－－画一一一一①一ら凸＝

都道府県 所在地 遺跡 内容 類型 国指定 県指定 市町村指 国登録 市町村登 道遺市資
北海道(２４．１増）

☆

札幌市；琴似屯田兵村兵屋
｡ー■■ーローー■■■ー‐ー■■ー■ー■■－画＝と一●角■■－口‐ロー■■－－■■‐■－－－－■－－－－■－－－－－－口■■－■■－－－－－■－－凸一一口一色一一一一■■－－－■－■－－－－①凸凸①｡｡±一一宇一守宇｡●－－－■①一一一

札 幌市；新琴似屯田兵中隊本部
■‐｡ー牛Ｃ‐◆ｰ一字一●＝画一一一一－－写一一写一●‐やー●牢●｡｡●●●ＣＣＣ｡●●●写●｡●｡＝●ローー■‐＝‐■‐｡｡‐凸一争一一凸●±＝手｡＝字一一一一一口‐■･凸凸一○竺凸全一●凸｡－｡－●写一一■■一一■－－｡■凸一画一や

札 幌市ｉ西岡水源地取水塔

旭川市 陸軍第７師団借行社

旭川市 陸軍第７師団騎兵第７連隊覆馬場

旭川市 永山屯田兵屋

江別市 野幌屯田兵第２中隊本部

江別市 江別屯田兵大隊本部火薬庫

滝川市
■ー｡●●＝⑤｡‐ロー

滝川市

滝川屯田兵屋

屯田兵第２大隊第３中隊文書

深川市 屯田兵屋

深川市 屯田歩兵第１大隊本部

深川市 屯田兵監的壕

美唄市 美唄屯田兵屋

根室市 和田屯田兵村大隊本部被服庫

厚岸町 太田屯田兵兵屋

室蘭市
■ニーーウーー■‐■‐

士別市

輪西屯田兵火薬庫

士別屯田兵屋

北見市 野付牛屯田第４大隊第１中隊本部被服糧株庫

稚内市 大岬海軍望楼

剣淵町 剣淵屯田兵屋

美瑛町 陸軍演習場廠舎門柱

上富良野町 東中尋常高等小学校御真影奉置所

函館市 函館山と砲台跡

屯田兵村兵屋

屯田兵中隊本部

水源地取水塔

借行社

騎兵連隊覆馬場

屯田兵村兵屋

屯田兵中隊本部

屯田兵大隊本部火薬庫

屯田兵村兵屋

中隊文書

屯田兵村兵屋

屯田歩兵大隊本部

屯田兵監的壕

屯田兵村兵屋

屯田兵村大隊本部被服庫

屯田兵村兵屋

屯田兵火薬庫
■■‐■■凸｡■凸一宇＝■一二■■一一■■■

屯田兵村兵屋

屯田兵中隊本部被服糧株庫

海軍望楼

屯田兵村兵屋

陸軍演習場廠舎門柱

御真影奉置所

砲台跡

⑤居住地

①政治・行政

⑤居住地

①政治・行政

②軍事・防衛

⑤居住地

①政治・行政

②軍事・防衛

⑤居住地
Iー■ー‐一ー■○一色一■■■

③その他

⑤居住地

①政治・行政

②軍事・防衛

⑤居住地

②軍事・防衛

⑤居住地

②軍事・防衛

⑤居住地

②軍事・防衛

②軍事・防衛

⑤居住地

②軍事・防衛

⑧その他

②軍事・防衛

計

○

○

２

○

○

○

○

○

５

○

○

○
一
○

○

○

○

○
睦
○

○

○

○

○

○

1４

○

○

２

○

l(ｌ増）
青森県(4) 青森市

青森市
■‐■■■■‐凸｡一一

弘前市

弘前市

幸畑陸軍墓地

陸軍歩兵第５連隊第２大隊遭難記
■●●合■＝■■■■■■■■＝■■■■■■■画■■■わ－口－■■‐ロー■－－■‐■＝■一凸ロー凸争一画＝■‐■

陸軍第８師団借行社

蛍碑

陸軍第８師団官舎

陸軍墓地

遭難記念碑

借行社

陸軍師団官舎

⑥埋葬

粍
涜

)政

Ｄ他
一
政
一

一
行
一

②
●
■

一
ム
ロ
ー

台・行政

計

○

１

○

○

２

○

１

宮城県(１） 仙台市 陸軍第２師団歩兵第４連隊兵舎 陸軍歩兵連隊兵舎 )政 台・行政

計

○

１

栃木県(1) 宇都宮市 陸軍第66歩兵連隊倉庫 陸軍歩兵連隊倉庫 ②軍事・防衛

計

○！

１

群馬県(4) 高崎市

長野原町

みどり市

渋川市

高崎陸軍元ロ

防空監視哨

東村防空監視

叙局小字jf父季

'ア人兵士墓地

リ
民

墓地

防空監視哨

防空監視哨

奉安殿

⑥埋葬

②軍事

②軍事

防揖

防街

⑧その他

計

○

○

○

○

４

埼玉県(１） 深谷市 東京第２陸軍 置兵廠深そ ‘製 営所給水塔 造兵廠製造所給水塔 ③生産

計

○

1

千葉県(17） 千葉市

習志野市

習志野市

館山市

総市

南房総市

南房総市

南房総市

南房総市

南房総市

南房総市

南房総市

南房総市

南房総市

南房総市

南房総市

いずみ市

陸軍鉄道第１連隊材料廠

陸軍鉄道第２連隊正門
■■ ーローーー■ー■■ー＝ー一ー■一・凸③屯●⑤守｡一一■－画一凸ロー

陸軍演習場内園壁

海軍航空隊地下要塞赤山地下壕
凸一■■■ー■ー■■■＝~●凸○年｡ロウ~●｡①ー■ー凸凸凸一一＝一画一画一一口‐■‐■■■‐ー■一■｡■写一■‐■■‐■‐■一｡■－－凸一＝一画写画一一一凸一ら－４１－＝＝写＝呼写

大房岬要塞群弾薬庫①

大房岬要塞群弾薬庫②

大房岬要塞群砲台跡①

大房岬要塞群砲台跡②

大房岬要塞群砲台跡③

大房岬要塞群観測所跡

大房岬要塞群掩灯所

大房岬要塞群探照灯格納庫

大房岬要塞群発電所

大房岬要塞群火薬庫

大房岬要塞群射的場

大房岬要塞群魚雷艇発信所

桜花43乙型格納庫・旋回盤

陸軍鉄道連隊材料廠

陸軍鉄道連隊正門

陸軍演習場内園壁

海軍航空隊地下要塞赤山地下壕

弾薬庫

弾薬庫

砲台跡

砲台跡

砲台跡

観測所跡

掩灯所

探照灯格納庫

発電所

火薬庫

射的場

魚雷艇発信所

格納庫・旋回盤

⑦交通

⑦交通

②軍事・防衛

②軍事・防衛

②軍事・防衛

②軍事・防衛

②軍事・防衛

②軍事・防衛

②軍事・防衛

②軍事・防衛

②軍事・防衛

②軍事・防衛

②軍事・防衛

②軍事・防衛

②軍事・防衛

②軍事・防衛

②軍事・防衛

計

○

１

○
一
○

r）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

1４

○

○

２
東京都(5) 千代田区

板橋区

采うて和巾

八王子市

武蔵村山市

近衛師団司令部庁舎

圧磨機圧輪記念碑

日立航空機立川工場変電所

八王子空襲記録写真原版

東京陸軍幼年少年飛行兵学校正門跡

近衛師団司令部庁舎

記念碑

航空機工場変電所

空襲記録写真原版

陸軍幼年少年飛行兵学校正門跡

①政治・行政

③生産

③生産

③その他

①政治・行政

計

○

１

○

○

○

３

○

１

神奈川県(９，５増）

☆
☆
☆
☆
☆

横須賀市

横須賀市

横須賀市

横須賀市
ロウー■ー■ー画一画一一ヰーI

横須賀市

横須賀市

横須賀市

相模原市

相模原市

海軍軍港水道走水水源地煉瓦造貯水池

横須賀軍港水道走水水源地鉄筋コンクリート造浄水池
■■■■＝■ー■■■■■■‐■凸一画一画一一画◇写一一一‐一一画ロヰーローーーーローー‐－口■■ーー‐－－‐一口■■‐｡■‐■■■ー色■凸＝画■画画一画甲宇色色｡■一一一画ロー写一一

逸見浄水場ベンチュリーメーター室

逸見浄水場配水池入口２棟

逸見浄水場緩速漁過池調整室４棟

旧横須賀重砲兵連隊営門

逸見波止場衛門
－わ＝■ ■ー ロー ■ー ■ー ー＝ ー■ ■ー ■ー ■ー ーー 一凸 ウニ ー■ ■ー 凸一 ｡一 ー凸 一画 一一 宇＝ 写マ ーー ー｡ 一一 凸

陸軍通信学校将校集会所

陸軍通信学校将校集会所庭園
■句■■ー■一‐ー■一口－－画●卓中一口－－写一口‐‐凸｡‐｡‐一宇→ヰーーーーーロ■■ー‐ーニーー凸一凸一一口■‐‐ニー凸一■一凸一一ローーローーロ一句一色一一画一一ローーロ写一一

貯水池

浄水池

浄水場

浄水場

浄水場

重砲兵連隊営門

波止場衛門

陸軍通信学校将校集会所

庭園

③居住地

⑤居住地

⑤居住地

⑤居住地
一一一｡■一一句‐一口‐■■

⑤居住地

②軍事・防衛

②軍事・防衛

①政治・行政

①政治・行政

計

○

○

○

○
一
○

5(３増）

○

○

２

○

r）

2(２増）
新潟県(1) 上越市 陸軍第13師団師団長官舎 陸軍師団長官舎 ①政治・行政

計

○

１

石川県(3) 金沢市

金沢市

金沢市

陸軍第９師団兵器庫

陸軍第９師団司令部庁舎

陸軍金沢借行社

陸軍師団兵器庫

陸軍師団司令部庁舎

借行社

②軍事 防衛
・
ｆ )政治 行政

（)政治 行政

計

○

１

○

○

２

山梨県(２，１増）

☆

甲府市

南アルプス市

甲府第49連隊糧株庫

ロタコ（御勅使河原飛行場跡）３号掩体壕

糧株庫

掩体壕

②軍事・防衛

②軍事・防衛

計

○

l(ｌ増）

○

1

静岡県(3) 静岡市

一宮市

浜松市

清水区禅叢寺本堂扇額

旧起第２尋常 1,学校奉安殿

引佐町凱旋記 含門

扇額

奉安殿

記念門

⑧その他

⑧その他

③その他

計

○

○

２

○

１

名古屋市

豊橋市

半田市

倉庫

陸軍師団司令部庁舎

製作所衣糧倉庫

兵器製造本社事務棟

病院

②軍事・防衛

①政治・行政

③生産

③生産

①政治・行政 ○

○
○
一
○

○

Akita University



･戦争遺跡保存全国ネットワーク事務局北原高子氏提供資料より作成。

･144件（前年比１２件増）の内訳は,全国28都道府県で,国指定文化財16件（６件増),県指定文化財７件,市区町村指定文化財63件,国登録文化財51件（３件増),市区町村登録文化財４件,道遺産･市民文化資産３件である。
「☆」は，新しく追加された文化財，「★」は指定・登録が変更になった文化財。

･表中の「国指定」は国指定文化財，「県指定」は県指定文化財，「市町村指」は市区町村指定文化財，「国登録」は国登録文化財，「市町村登」は市区町村登録文化財，「道遣市資」は道遺産・市民文化資産を指す。
．「類型」については,以下の通り。

「①政治・行政」：政治・行政関係で，陸軍省・海軍省などの中央官衝・官庁，大本営，師団司令部，連隊本部などの地方官衝・官庁，陸軍病院，陸軍学校，研究所など
「②軍事･防衛｣:軍事防衛関係で，軍事的な要塞（屋塁･砲台)，高射砲陣地，陸海軍の飛行場，陸軍演習場，練兵場，通信所，軍港，ガマなどの洞窟陣地，特攻隊基地，待避壕，掩体壕（飛行場の格納庫)，戦車壕，

試射場，監視哨（空襲に備えての敵機の監視台)，爆弾・毒ガスの埋納地など

「③生産」：生産関係で，陸軍造兵廠，航空機製作工場などの軍需工場，経済統制を受けた工場，地下軍需工場，鉱山跡など
「④戦闘地・戦場」：戦闘地・戦場関係で，沖縄諸島・硫黄島などの戦闘が行われた地域，東京・大阪・名古屋などの空襲被災地，広島・長崎の原爆被災地，爆弾の墜落地など
「⑤居住」：居住関係で，外国人強制連行居住地，防空壕，捕虜収容所，満州開拓村など
「⑥埋葬」：埋葬関係で，陸海軍墓地，捕虜墓地，忠魂碑（戦死者の記念碑）など
「⑦交通」：交通関係で，軍用鉄道軌道，軍用道路など

「⑧その他」：航空機の墜落跡，奉安殿（天皇の「御真影」を祁る社)，戦争に関わる学校，学童疎開所，二宮金次郎像，軍．労務慰安所，戦争忌避地など

．なお北海道の「旧陸軍第７師団関係遺跡」や広島の「旧海軍呉鎮守府及び海軍工廠関係遺跡」「旧陸軍芸予要塞大久野島砲台及び旧陸軍造兵廠忠海兵器製造所」のような複合的遺跡の場合は.重複を避けるため「②
軍事・防衛」としている。

第31号2009年 1３

犬山市 明治村歩兵第６連隊兵舎 歩兵連隊兵舎 ①政治・行政 ○
瀬戸市 法雲寺琵鐘 党鐘 ⑧その他 ○

計 １ １ ５
三重県(3) 鈴鹿市

津市

熊野市

北伊勢陸軍飛行場掩体

寒松院被爆墓石

紀和町英国兵捕虜墓地

陸軍飛行場掩体

被爆墓石

外国兵捕虜墓地

②軍事・防衛

④戦闘地・戦場

⑥埋葬

計

○

○

２

○

１
京都府(１０，３増）

★

☆
☆
☆

京都市

泉郁巾

舞鶴市

舞鶴市

舞鶴市

舞鶴市

舞鶴市

舞鶴市

舞鶴市

舞鶴市

外務省東方文化研究所

近鉄淀川橋梁

舞鶴鎮守府水道施設

神崎赤煉瓦ホフマン窯

海軍鎮守府水源地堰堤

舞鶴海軍兵器廠魚形水雷庫

舞鶴海軍兵器廠予備艦兵器庫

舞鶴海軍兵器廠弾丸庫並小銃庫

舞鶴海軍兵器廠雑器庫並預兵器庫

舞鶴海軍需品庫並軍需庫

研究所

橋梁

鎮守府水道施設

煉瓦窯

堰堤

水雷庫

兵器庫

弾丸庫，小銃庫

雑器庫，預兵器庫

軍需品庫，軍需庫

①政治・行政

⑦交通

⑤居住地

③生産

⑤居住地

②軍事・防衛

②軍事・防衛

②軍事・防衛

②軍事・防衛

②軍事・防衛

計

○

○

○

○

○

5(４増） (ｌ減）

○

○

○

○

○

５
兵庫県(１） 姫路市 第１０師団兵器庫 兵器庫 ②軍事・防衛

計

○

１
鳥取県(2) 浜田市

浜田市

歩兵第21連隊雨覆練兵場

歩兵第22連隊雨覆練兵場
雨覆練兵場（浜田高校内）

雨覆練兵場（第一中学校内）

②軍事・防衛

②軍事・防衛

計

○

○

２
岡山県(１） 岡山市 陸軍第１７師団司令部衛兵所 陸軍衛兵所 ②軍事・防衛

計

○

１

広島県(7) 広島市

広島市

広島市

呉市

呉市

呉市

呉市

原爆ドーム

広島陸軍糧株支廠缶詰工場

日本銀行広島支店

海軍呉鎮守府司令長官官舎

海軍工廠塔時計

入船記念館東郷家住宅離れ

宮原浄水場低区配水池

原爆ドーム・歩哨所・日銀

缶詰工場

日本銀行広島支店

司令長官官舎・江田島兵学校

海軍工廠塔時計

住宅離れ

配水池

④戦闘地・戦場

③生産

③生産

①政治・行政

③生産

⑤居住地

⑤居住地

計

○

○

２

○

○

○

３

○

○

２
徳島県(2) 鳴門市

鳴門市

板東伴虜収容所安芸家バラッケ

板東伴虜収容所柿本家バラツケ

伴虜収容所

伴虜収容所

⑤居住地
〕民 主地

計

○

○

２

香川県(3) 善通寺市

善通寺市

善通寺市

善通寺陸軍第11師団借行社

善通寺陸軍第１１師団司令部庁舎

善通寺陸軍第１１師団兵舎棟

借行社

陸軍師団司令部庁舎

兵舎棟

①政治・行政

①政治・行

②軍事・防

計

田

御

○

１

○

○

２

高知県(1) 南国市 海軍高知航空隊掩体壕群（７基） トーチカ・掩体壕 ②軍事・防街

計

○

１

福岡県(1) 行橋市 稲童１号掩体壕 掩体壕 ②軍事・防衛

計

○

１

長崎県(６，１増）

☆

長崎市

長崎市

長崎市

島原市

佐世保市

大村市

大浦天主堂

平和公園

山王神社の大楠

からゆき塔女のドーム

海軍佐世保鎮守府凱旋記念館

第21海軍航空廠本部防空壕

天主堂

平和公園

大楠

ドーム

凱旋記念館

海軍航空廠本部防空壕

④戦闘地・戦場

④戦闘地・戦場

④戦闘地・戦場

④戦闘地・戦場

③その他

②軍事・防衛

計

○

○

2(ｌ増）

○

○

○

３

○

１

大分県(3) 宇佐市

宇佐市

佐伯市

城井１号掩体壕

高居地下壕

佐伯海軍航空隊掩体壕

掩体壕 エンジン調整室

地下壕

掩体壕 燃料庫・戦闘指揮所

②軍事 防衛

⑤居住１

②軍事 防衛

計

○

○

２

○

１

鹿児島県(１４，１増）

☆

薩摩川内市

姶良町

知覧町

知覧町

知覧町

知覧町

瀬戸内町

瀬戸内町

瀬戸内町

瀬戸内町

瀬戸内町

瀬戸内町

伊仙町

大和村

天狗鼻海軍望楼台

山田の凱旋門

陸軍知覧飛行場給水塔

陸軍知覧飛行場円形防火水槽

陸軍知覧飛行場弾薬庫

陸軍知覧飛行場着陸訓練施設鎮碇

古仁屋小学校旧奉安殿

節子小学校旧奉安殿

池地小学校旧奉安殿

薩川小学校旧奉安殿

須子茂小学校旧奉安殿

旧木慈小学校旧奉安殿

鹿浦小学校旧奉安殿

今里小中学校奉安殿

海軍望楼台

凱旋門

飛行場給水塔

飛行場防火水槽

飛行場弾薬庫

着陸訓練施設鎮碇

奉安殿

奉安殿

奉安殿

奉安殿

奉安殿

奉安殿

奉安殿

奉安殿

②軍事・防衛

⑧その他

②軍事・防衛

②軍事・防衛

②軍事・防衛

②軍事・防衛

⑧その他

⑧その他

③その他

③その他

③その他

③その他

③その他

③その他

計

○

○

２

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

１２(ｌ増）
沖縄県(8) 沖縄市

沖縄市

南風原町

伊江村

渡嘉敷村

渡嘉敷村

宮古島市

宜野座村

美里国民学校奉安殿

美里国民学校忠魂碑

南風原陸軍病院壕群

公益質屋

旧日本軍特攻艇秘匿壕

集団自決跡地

ヌーザランミ海軍特攻艇格納秘匿壕

沖縄戦関連宜野座村歴史資料館

奉安殿

忠魂碑

陸軍病院壕群

公益質屋

特攻艇秘匿壕

集団自決跡地

特攻艇秘匿壕

歴史資料館

③その他

⑥埋葬

①政治・行政

③その他

②軍事・防衛

④戦闘地・戦場

②軍事・防衛

③その他

計

○

○

○

○

○

○

○

○

８
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１４

都道府県

北海道

青森県

宮城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

石川県

山梨県

静岡県

愛知県

三重県

京都府

兵庫県

鳥取県

岡山県

広島県

徳島県

香川県

高知県

福岡県

長崎県

大分県

鹿児島県

沖縄県

合計

資料２各都道府県別指定・登録戦争遺跡数（2008年８月現在）

国指定 県指定 市町村指定

２ ５ １４

１ ２

１

４

１ １４

１ ３

１

１

１ １

２

5(４増） (l減）

２ ３

１

１

１

2(ｌ増） ３

２

２

８

16(11.1）

(5増）
7(4.9） 63(43.8）

国登録

２

１

１

１

２

5(3増）

２

１

２

５

１

５

１

２

１

２

２

２

１

１

12(l増）

51(35.4）

(4増）

市町村登録

１

２

l(l増）

１

4(2.8）

道遣市資

l(l増）

2(2増）

3(2.1）

(新設）

合計

24(1増）

４

１

１

４

１

1７

５

9(5増）

１

３

2(1増）

３

７

３

10(3増）

１

２

１

７

２

３

１

１

6(1増）

３

14(1増）

８

144

(12増）

･戦争遺跡保存全国ネットワーク事務局北原高子氏提供資料より作成。

･表中の「国指定」は国指定文化財,「県指定」は県指定文化財,「市町村指」は市区町村指定文化財,「国登録」

は国登録文化財，「市町村登」は市区町村登録文化財，「道遺市資」は道遺産・市民文化資産を指す。

．「合計」の（）内は％

秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要
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1５第31号2009年

資料３全国の指定・登録戦争遺跡類型化（2008年８月現在で144件）
都道府県 所在地 遺跡 指定・登録 ①政治･行政 ②軍事･防衛 ③生産 ④戦闘地･戦場 ⑤居住 ⑥埋葬 ⑦交通 ③その他

北海道(24,1増）

☆

札幌市

札幌市

札幌市

旭川市

旭川市

旭川市

江別市

江別市

滝川市

滝川市

深川市

深川市

深川市

美唄市

根室市

厚岸町

室蘭市

士別市

北見市

稚内市

剣淵町

美瑛町

上富良野町

函館市

琴似屯田兵村兵屋

新琴似屯田兵中隊本部

西岡水源地取水塔

陸軍第７師団借行社

陸軍第７師団騎兵第７連隊覆馬場

永山屯田兵屋

野幌屯田兵第２中隊本部

江別屯田兵大隊本部火薬庫

滝川屯田兵屋

屯田兵第２大隊第３中隊文書

屯田兵屋

屯田歩兵第１大隊本部

屯田兵監的壕

美唄屯田兵屋

和田屯田兵村大隊本部被服庫

太田屯田兵兵屋

輪西屯田兵火薬庫

士別屯田兵屋

野付牛屯田第４大隊第１中隊本部被服糧株庫

大岬海軍望楼

剣淵屯田兵屋

陸軍演習場廠舎門柱

東中尋常高等小学校御真影奉置所

函館山と砲台跡

国指定

市町村指定

国登録

国指定

国登録

市町村指定

県指定

県指定

市町村指定

市町村指定

市町村指定

市町村指定

市町村指定

県指定

県指定

県指定

市町村指定

市町村指定

市町村指定

市町村指定

市町村指定

市町村指定

市町村指定

道遣市資

計

○

○

○

○

４

○

○

○

○

○

○

○

○

○

9(ｌ増）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

９

ｒ，

○

２

青森県(4) 青森市

青森市

弘前市

弘前市

幸畑陸軍墓地

陸軍歩兵第５ 皇隊第２大隊遭難記 含碑

陸軍第８師団 皆行社

陸軍第８師団 言舎

市町村指定

市町村指定

国指定

国登録

計

○

○

２

○

１

○

１

宮城県(1) 仙台市 陸軍第２師団歩兵第４連隊兵舎 市町村指定

計

○

１

栃木県(1) 宇都宮市 陸軍第66歩兵連隊倉庫 国登録

計

○

１

群馬県(4) 高崎市

長野原町

みどり市

渋川市

高崎陸軍元ロ 'ア人兵士墓地

防琴邑藍視哨

束 村 防 苧 P藍硯 １

敷島小学校奉 胃殿

市町村指定

市町村指定

市町村指定

市町村指定

計

○

○

２

○

１

○

１

埼玉県(1) 深谷市 東京第２陸軍造兵廠深イ 製造所給水塔 国登録

計

○

１

千葉県(17） 千葉市

習志野市

習志野市

館山市

南房総市

南房総市

南房総市

南房総市

総市

南房総市

南房総市

南房総市

南房総市

南房総市

南房総市

南房総市

いずみ市

陸軍鉄道第１連隊材料廠

陸軍鉄道第２連隊正門

陸軍演習場内園壁

海軍航空隊地下要塞赤山地下壕

大房岬要塞群弾薬庫①

大房岬要塞群弾薬庫②

大房岬要塞群砲台跡①

大房岬要塞群砲台跡②

大房岬要塞群砲台跡③

大房岬要塞群観測所跡

大房岬要塞群掩灯所

大房岬要塞群探照灯格納庫

大房岬要塞群発電所

大房岬要塞群火薬庫

大房岬要塞群射的場

大房岬要塞群魚雷艇発信所

桜花43乙型格納庫・旋同盤

県指定

国登録

国登録

市町村指定

市町村指定

市町村指定

市町村指定

市町村指定

市町村指定

市町村指定

市町村指定

市町村指定

市町村指定

市町村指定

市町村指定

市町村指定

市町村指定

計

○

○

○

○

○

○
一
○

○

○

○

○

○

○

○

○

1５

○

○

２

東京都(5) 千代田区

板橋区

東大和市

八王子市

武蔵村山市

近衛師団司令部庁舎

圧磨機圧輪記念碑

日立航空機立川工場変電所

八王子空襲記録写真原版

陸軍幼年少年飛行兵学校正門跡

国指定

市町村登録

市町村指定

市町村指定

市町村指定

計

○

○

２

○

○

２

○

１

神奈川県(９，５増）

☆
☆
☆
☆
☆

横須賀市

横須賀市

横須賀市

横須賀市

横須賀市

横須賀市

横須賀市

相模原市

相模原市

海軍軍港水道走水水源地煉瓦造貯水池

横須賀軍港水道走水水源地鉄筋コンクリート造浄水池

逸見浄水場ベンチュリーメーター室

逸見浄水場配水池入口２棟

逸見浄水場緩速漁過池調整室４棟

旧横須賀重砲兵連隊営門

逸見波止場衛門

陸軍通信学校将校集会所

陸軍通信学校将校集会所庭園

国登録

国登録

国登録

国登録

国登録

道遺市資

道遣市資

市町村登録

市町村登録

計

○
》
○

２

○

○

2(２増）

○

○

○

○
一
○

5(3増）

新潟県(1) 上越市 陸軍第１３師団師団長官舎 市町村指定

計

○

１

石川県(3) 金沢市

金沢市

金沢市

陸軍第９師 ､兵器庫

陸軍第９師 U司令部庁舎

陸軍金沢借 ﾃ社

国指定

国登録

国登録

計

○

○

２

○

１

山梨県(２，１増）

☆

甲府市

南アルプス市

甲府第49連隊糧株庫

ロタコ（御勅使河原飛行場跡）３号掩体壕

国登録

市町村指定

計

○

○

2(１増）

静岡県(3) 静岡市

一宮市

浜松市

清水区禅叢寺本堂扇額

旧起第２尋常小学校奉安殿

引佐町凱旋記念門

市町村登録

国登録

国登録

計

○

○

○

３
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･戦争遺跡保存全国ネットワーク事務局北原高子氏提供資料より作成。

･144件(前年比12件増)の内訳は，全国28都道府県で,国指定文化財16件(６件増),県指定文化財７件,市区町村指定文化財63件,国登録文化財51件(３件増),市区町村登録文化財４件,道遺産･市民文化資産３件である。

「☆ｊは．新しく追加された文化財，「★」は指定・登録が変更になった文化財。

･表中の「国指定」は国指定文化財，「県指定」は県指定文化財，「市町村指」は市区町村指定文化財，「国登録」は国登録文化財，「市町村登」は市区町村登録文化財，「道遺市資」は道遺産・市民文化資産を指す。

．「類型」については，資料１の通り。

秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要１６

愛知県(7) 名古屋市

豊橋市

半田市

尾張旭市

犬山市

犬山市

瀬戸市

乃木倉庫

陸軍第15師団司令部庁舎

中島飛行場半田製作所衣糧倉庫

旭兵器製造本社事務棟

明治村名古屋衛戊病院

明治村歩兵第６連隊兵舎

法雲寺党鐘

国登録

国登録

国登録

国登録

県指定

国登録

市町村指定

計

○

○

○

３

○

１

○

○

２

○

1

三重県(3) 鈴鹿市

津市

熊野市

北伊勢陸軍飛行場掩体

寒松院被爆墓石

紀和町英国兵捕虜墓地

国登録

市町村指定

市町村指定

計

○

１

○

１

○

１

京都府(１０，３増）

★

☆
☆
☆

京都市

京都市

舞鶴市

舞鶴市

錘鶴市

舞鶴市

舞鶴市

舞鶴市

舞鶴市

舞鶴市

外務省東方文化研究所

近鉄淀川橋梁

舞鶴鎮守府水道施設

神崎赤煉瓦ホフマン窯

海軍鎮守府水源地堰堤

舞鶴海軍兵器廠魚形水雷庫

舞鶴海軍兵器廠予備艦兵器庫

舞鶴海軍兵器廠弾丸庫並小銃庫

舞鶴海軍兵器廠雑器庫並預兵器庫

舞鶴海軍需品庫並軍需庫

市町村指定

市町村指定

国指定

市町村指定

市町村指定

国指定

市町村指定

国指定

国指定

国指定

計

○

１

○

○

○

○

○

5(３増）

○

１

○

○

２

○

１

兵庫県(1) 姫路市 第１０師団兵器庫 国登録

計

○

１

鳥取県(2) 浜田市

i丘FFI市

歩兵第21連隊雨覆練兵場

歩兵第22連隊雨覆練兵場

国登録

国登録

計

○

○

２

岡山県(１） 岡山市 陸軍第１７師団司令部衛兵所 国登録

計

○
０
０
０
０

利
Ⅱ
▲

広島県(7) 広島市

広島市

広島市

呉市

呉市

呉市

呉市

原爆ドーム

広島陸軍糧株支廠缶詰工場

日本銀行広島支店 1１
海軍呉鎮守府司令長官官舎 |’
海軍工廠塔時計 |’
入船記念館東郷家住宅離れ 1１
宮原浄水場低区配水池 Ｉ

国指定

市町村指定

市町村指定

国指定

市町村指定

国登録

国登録

計

○

１

！○

！○

○

ｉ３
０

○

１

○

○

２

徳島県(2) 鳴門市

鳴門市

板東伴虜収容所安芸家バラツケ

板東伴虜収容所柿本家バラツケ

国登録

国登録

計

○

’○
１２
０

香川県(3) 善涌寺市

善通寺市

善通寺市

善通寺陸軍第１l師団借行社

善通寺陸軍第１１師団司令部庁舎

善通寺陸軍第１１師団兵舎棟

国指定

国登録

国登録

計

○

○

○

２ 1

高知県(1) 南国市 海軍高知航空隊掩体壕群 市町村指定

計

○
０
０
Ⅱ
０

勺
一
ｌ
Ｌ

福岡県(1) 行橋市 稲童１号掩体壕 市町村指定

計

○！

１

長崎県(６，１増）

☆

長崎市

長崎市

長崎市

島原市

供出俣市

大村市

大浦天主堂

平和公園

山王神社の大楠

からゆき塔女のドーム

海軍佐世保鎮守府凱旋記念館

第21海軍航空廠本部防空壕

国指定

国指定

市町村指定

市長指定

国登録

市町村指定

計

○

１

○

○

○

○

4(ｌ増）

○

１

大分県(3) 宇佐市

宇佐市

佐伯市

城井１号掩体壕

高居地下壕

佐伯海軍航空隊掩体壕

市町村指定

市町村指定

国登録

計

○

’○！

’○｜Ｉ
２ １

鹿児島県(１４，１増）

☆

薩摩川内市

姶良町

知覧町

知覧町

知覧町

知覧町

瀬戸内町

瀬戸内町

瀬戸内町

瀬戸内町

瀬戸内町

瀬戸内町

伊仙町

大和村

天狗鼻海軍望楼台

山田の凱旋門

陸軍知覧飛行場給水塔

陸軍知覧飛行場円形防火水槽

陸軍知覧飛行場弾薬庫

陸軍知覧飛行場着陸訓練施設鎮碇

古仁屋小学校旧奉安殿

節子小学校旧奉安殿

池地小学校旧奉安殿

薩川小学校旧奉安殿

須子茂小学校旧奉安殿

旧木慈小学校旧奉安殿

鹿浦小学校旧奉安殿

今里小中学校奉安殿

市町村指定

国登録

市町村指定

国登録

国登録

国登録

国登録

国登録

国登録

国登録

国登録

国登録

国登録

国登録

計

○

○

○

○

○

５

○

○

○

○

○

○

○

○

○

9(l増）

沖縄県(8) 沖縄市

沖縄市

南風原町

伊江村

渡嘉敷村

渡嘉敷村

宮古島市

宜野座村

美里国民学校奉安殿

美里国民学校忠魂碑

南風原陸軍病院壕群

公益質屋

旧日本軍特攻艇秘匿壕

集団自決跡地

ヌーザランミ海軍特攻艇格納秘匿壕

沖縄戦関連宜野座村歴史資料館

市町村指定

市町村指定

市町村指定

市町村指定

市町村指定

市町村指定

市町村指定

市町村指定

計

○

１

○

○

２

○

１

○

１

○

○

○

３
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都道府県 ①政治･行政

北海道 ４

青森県 ２

宮城県 １

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都 ２

神奈川県 ２

新潟県 １

石川県 ２

山梨県

静岡県

愛知県 ３

三重県

京都府 １

兵庫県

烏取県

岡山県

広島県 １

徳島県

香川県 ２

高知県

福岡県

長崎県

大分県

鹿児島県

沖縄県 １

合計 22(15.3）

資料４都道府県別指定・登録戦争遺跡類型別数（2008年８月現在）

②軍事･防衛 ③生産

9(l増）

１

２

１

1５

２

2(２増）

１

2(ｌ増）

１ ２

１

5(３増） １

１

２

１

３

１

１

１

１

２

５

２

56(38.9）

(7増）
9(6.3）

④戦闘地･戦場

１

4(l増）

１

6(4.2）

(１増）

⑤居住

９

5(3増）

２

２

２

１

21(14.6）

(3増）

⑥埋葬 ⑦交通

１

１

２

１

１

１

4(2.8） 3(2.1）

③その他 合計

２ 24(1増）

１ ４

１

１

１ ４

１

1７

１ ５

9(5増）

１

３

2(1増）

３ ３

１ ７

１ ３

10(3増）

１

２

１

７

２

３

１

１

１ 6(1増）

３

9(ｌ増） 14(1増）

３ ８

23(16.0） 144

(1増） (12増）

･戦争遺跡保存全国ネットワーク事務局北原高子氏提供資料より作成。

･144件（前年比１２件増）の内訳は，全国28都道府県で，国指定文化財１６件（6件増)，県指定文化財７件，市区町村指定
文化財63件，国登録文化財51件（３件増)，市区町村登録文化財４件，道遺産・市民文化資産３件である。「☆」は，新
しく追加された文化財，「★」は指定・登録が変更になった文化財。

．「合計」の（）内は％

･「類型」については，資料ｌの通り。

資料５指定・登録ごとの戦争遺跡類型別数（2008年８月現在）

指定・登録 ①政治・行政 ②軍事･防衛 ③生産 0戦闘地･鵬 ⑤居住 ⑥埋葬 ⑦交通 ③その他 合計

国指定 ５ 5(４増） 3(ｌ増） ２ 16(11.1）（5増）

県指定 ２ ２ ２ １ 7(4.9）

市区町村指定 ６ 3０ ４ ３ ６ ４ １０ 63(4３ 8）

国登録 ７ １６ ４ １１(3増） ２ １２(ｌ増） 51(3５ 4）（4増）

市区町村登録 ２ １ １ 4(2.8）

道遣市資 3(３増） 3(2.1）（新設）

合計 22(15.3）
56(38.9）

(7増）
9(6.3）

6(4.2）

(1増）

21(14.6）

(3増）
4(2.8） 3(2.1）

23(16.0）

(1増）

144

(12増）

戦争遺跡保存全国ネットワーク事務局北原高子氏提供資料より作成。

表中の「国指定」は国指定文化財，「県指定」は県指定文化財，「市町村指」は市区町村指定文化財，「国登録」は国登
録文化財，「市町村登」は市区町村登録文化財，「道遣市資」は道遺産・市民文化資産を指す。
｢合計」の（）内は％

｢類型」については，資料ｌの通り。
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悟鍵暇珊刈篭里雪長ｅ騨紳叩謹劇岬や趣呈職削璽判垣菜瓢

１８
秋

田
大

学
教

育
文

化
学

部
教

育
実

践
研

究
紀

要

旺胆ｅ〕Ｊ剖橿紅ｅ侭程

醇照・侭程瑳駐頚瀧・侯程替肇頚講、

導朴任窪Ｈ

嘗紅ｅ埋胡岬抽や苓剖剛岬や

釦壷雰御岳姓州・侭榊心血・滝朴心血

（霊橿甜針園⑲長淵針［）便

言）哩蝦剖倉判拙ｅ瓢朴．

亘目霊瑳建網黙り皿・

含頁霊塞駐頚濡、皿・

邑瓢朴意濠仁渥朴拳．

重「埼朴塁暁劃」掛朴面溌

恵
＠

ｓ
霊

霊
霊

掘
（

間
鴨

郡
粗

鋼
圏

綱
頚

溌
溌

濡
｢
Ｕ
「
L
〕
、
_
］

皿
皿

血

重「埼朴里骨皿」針掛“髄

慰霊偶穏鼎、皿。

重臣報会什〆川岬霊匪べ・

亘窪程会什ＫⅡ〃震にく・

蓬「埠朴ｕＨ願」射糾↑髄

（巴彊坐｛ｌ弔皇判姻鍬ｅ導津．

亘閏心ｌＰユミｌ、ト・

ａ姻鍬剖花蝉ｅ腎蹄題趣・

己姻課剖彊坐ｅ葵軽埋．

三国布薗胆・

さ融朴痘蹄。

三般瑳韻歪掃・

三国振即朴却嗣置ｅ鋼黙．

（二八ｍハート入Ｈ（一希．

ｇ霊綻蝉願能、皿●

一電「鴻朴叩再巴掛朴圃溌】

亘個稲ｅ罰稀裡旦鯛哩知至針？

重彊蛙ｅ｛ｌ弔１．

（ご替辻ｅ葵常．

ｓ倉剖拙．

（ご垣眺ｅ心ｌｐユミーャド・

重即朴橿冊剖花蝉ｅ腎冊亜趣・

重釦卦淀綿剖膿麹ｅ蝦歪楯．

ｇ偲絡却舵蝉ｅ仲匡・血腎綱需．

ｓ恨絹ｅ網濡心血・

ａ八ｍ八ｌトハＨ（一指・

菖霊倶綴綱能、皿●

三里能凹血判抑唱ｅ霊巡匪ぺ．

至蝿倉剖耗叩二八（｛稲やハース》ｅ堅田錘・

己岬γ、濡伽叫田錘や‐壊伽国・

己岬”く稲伽畦田鋒し一入、係ｌ毎入、。

三八ｍハート八Ｈ一一帝ｅ詞担霊巡。

（『菖剖毎喋ｅ｛ｌ弔今篭巷四・

重臣巡会杵×Ⅲ〃霊匪ぺ●

三股絹ｅ盟瀧｛ｌ苓当電送四・

三垣牝Ｕ血判抑唱ｅ霊梗匪ぺ．

己挨Ｙ霜ｅ葺碧饗劇疎・

三根母判拙ｅ喋埋綱需。

己挨導ｅ隅撫母綱需鍾編．

三辻離骨端ｅや１㎡辿八、．

三旺蒋ｅ揺細国雪判・側細函．

（二八ｍハート入Ｈ（一希．

（ｇ霊程会杵Ｋ川岬霊迂ぺ●

【蓮「鴻朴型判騨」針朴［鯉】

匪担ｅい』斗罷匿懸丑ｅ剖誕堂守）

堤卦任蛙」

縁匿鮮丑露量・田鋒

９
重廼遊ｅ侭鯛騒騒の

即朴程蹄・’十卜ｅ遊歴縮・

亘甑朴会什Ｋ函

鋒姓鱈惚起掃絡埋謂哩く卿．

喋延蝿鴎・

お｝即朴ｅ「侭榊矧」宙）

側蕪黒迄‐

側無当塗旺浦拝灘．

寺｝即朴ｅ娼含）

豆即朴ｅ「挨抽胡」・即朴ｅ婿［

抑哩剖倉剖拙●

進糾仁撲朴堂●

画布・選掛詞起ｅや露量．

涯糾幽部・綱幅ｅＳ裡岬ヤ全緊細田輝●

頓照欺堤剥．

倉剖拙ｅ咲埋即朴●

躍掛隅潔・彊辻｛ｌ弔皇．

帥朴昇汁ｅ鋒蛙冊簿ｅ田鵡．

遍担寵紳・線匿・銅鴨．

慣寵・綻握剛稚．

縮蝉〉Ｊ鐸蛍判田錘蝉紳匡銅穂ｅ潔量．

縮蝉叩志和叩刀や蝉綱濡ｅや拙異叩．

（隙匿騨丑）揖拳剖花蝉ｅ紳便即朴●

圏糖Ｋハギやい砺輔婿輔．

喬担綱需．

画布ｅ怠担銅馬ｅ骨電送剛．

掴担語部・鍔蛙・削隔●

梅蝉ｅ頚雑心長悩諜・

報縄課詞胆鐸姓掛甲［．

慣絹ｅＦｌ卜． １

帥朴橿綿．

聖鎚ｅ線鋼や１卜●

旺胆ｅ〕Ｊ剖帥朴謹倒箇署“劇諏重

堤朴寺等遡

〆
ー
、

ﾄー′

Ｏ隆報黒汁心長窪判ｅＵ）哩嫌蕪奮Ｈ

の寺へめ

重い、睡蝉轟骨心魯暫ＨｅＭ

重心『Ｊ匹課知聯鯉

菖や舗逼剖拙叩一睡蕪騨延蜜Ｈ

寺示鵠今霊掃蝉母権心二）二睡担調雲母聖ｅ蜜料

壷や品当如進糾・念龍蝉蝦題掃

豆や品や〉何弾画布侭胆

豆や邦Ｊ隅潔伽判り饗ソ、霜

（剛龍緋剛）（莞Ｙ濡牌ｓｏ叩司りｅ奮判

（二八ｍ八ｌ卜入‐Ｈへ一橋

三隅課倉判拙知睡遥．

（ご湘異ｅ四餐卿鐸鐘郵則．

旺担ｅＰＪ剖紅蕪「供紬耕」砕紅無トヘーキ杵さ

騨朴〆一へ怪喧騒堤朴冬噸騒

婿迄骨》雰侭喬遥《シ頓週３鴎ｅ辱伴鰯〉“０判く咲鼎蝋咽騒

雪詞

ｇ埼緋ｕ一く即こい二噴紳

や莞Ｙ鴨如研簿

（鯛竪ｅ判仁瑳朴筆）や『て霜や浬甑更伽

雪冷ｌ￥講Ｘｅく活碧。無く一や岬傑

恵屡骨ｖ弾０判く崇催鰍咽圏

宙迩冊両橿冊）熊匿田皿ｅ舗華似

息｛心Ｈ冷口稲拭認雨日言

雪１ｍ噸信唖専・やニーニ〉や鱈ｅ報裡今裡長

（巴八ｍハート八Ｈへ一柄

（ご猟増撫－噸串一週●

豆躍糾ｅ猟遣惚．

命・［）湘異ｅ心長榊川．

（周）遅掛ｅ噸即朴．

（ご帥朴程蹄ｅや｛八．柊ｌいふ、舟得．

亘蝿倉騒●

（駒）（画布帥朴ｅ娃朝）岬主Ｏ皿●

三噸劉雪環●

面）〉匪蝉「総噸ミトＫｌ型血騒」．

亘倉剖拙ｅ咲塀嗣濡．

（ご蝶与毒延・心ｌｐ１会ｌやト。

ｇ岬倉騒●

三国布帥朴．

命．［）偶送ｅ網龍ｅ余皿。

命●。）噸加騨逗任．

（惹龍）て霜咋蝉ｅ仔堆簿ｅ血騒・雪判．

邑岬や耀掛・岬Ｙ幅●

三国布帥朴判暇絹ｅ鯛雑・

（巴湘需ｅ心忽侭卿鋒抵郵削．

（『三凶・嶋ｅ帥朴ｅ奔噸禅．

寺）や長Ｃ●

匪胆ｅＰＪ剖帥朴黒汁三

堤沌獣任田誕導卦寺任窪判導朴吾雪判

哩騨則奮判針匝ｓ遇碁型倉裡〉＆〉侭哩如和ｓＫｅ辱降や岬廻哩や篭鵠ｅく塁俳心袋帯蕊

開望

ハトや侭抽胡二莞一品ｅ曇毎余皿ｌや叩担

や岬雑知恢抽甜ｅく岬ＳＰＳ騒

恩や『偲哩や感削奮判

ｇや碍康Ｐ３Ｏ叩一騨削蜜判

に岩朴拳

雪逗遊撃卜

ｇや『造週報言《無Ｃｅ却々くｅ礁翠④

弓や舗舗ＰＹ霜蝉犯笛判旦心榊中

重心申四唾弾電熱ｅく昇叶心魯研蓉守

亘や品倉。唾や毎〉や画ｅ掛画二二蕪、

重心鱒刷〉抑蝉仔ｅ製ｅ梢悟因

菖やり即ｅ御Ｊ③鋤ｅ地Ｋ［

ｓ八ｍ八ｌトハＨへ一橋掛朴

涯噸ｅや」函．

縮粘や『狸電通や“揺托二・

匪竜ｅ「哩騨削雪判」．

埋部ｅ邸学拭●

Ｙ
程

幅
鍔

葵
１

倍
趣

鴎
●

●

ご畳抑誼ｅ滞鋳蛙．

側燕弧匡准樺綿延襲田鐸抑咽撫Ｈ圃・

幻禅堂慧耶・遥如肇軽。

堤榔ｅやｌｐユミー、ト●

即朴程蹄ｅ心ＩＤユミーート。

帥朴霊鯉端ｅ識削雪Ｈ・

猟穏製匡堤●

己亭凶今唱．

重彊蛙ＧＩ＋１，胎哩・

豆画布ｅ嶋哩・

豆令翠や蕊甑裡Ｊ彊辻．

（雲）ｌや岬〉Ｃや’十ｌｎ騨削蜜判ユ匡鐸Ｉ

ご闘巴や『ペ哩蝉惑削窪料里心別添ロ端●

（ご雪製言喋・

豆岬母判拙如蕪虹・

豆蝋与葉駆・

（ご画布ｅ班与奪血．

（雨）皇如旦湘長郎〃理築嶋鴎弾く幻．

（雲）ｌや邦今彊挙翠寡駆心ヤ悟哩叩一’十ｌｎ騨剖

唖判ｊ胃堅興ぺ坦蝉感細窪判里やＨ添口垢●

（ご叩一念饗〉＆いぺ型．

含）湘鴇ｅ心長卿蕊姓騨RＨ

（ご倉却拙ｅ心ｌＰ些会ｌや卜．

寺）逼部ｅ、ｌｐ１会ｌやト．

（ご錘播種蹄ｅ心ｌｐユミーやト．

［一噸環蝉咋挺ｅ世荊③長抽曇二軍ｅ廼蕪。

三岬や哩思翻異鱈ｅ詞胆．

ｇＩ岬星〉３０１郵削窪判Ｉ

へ裡弛製茶厚呈程針露［｛やＨ猟口論●

三ｓ剖拙

寺）〉Ｊ和血蝉Ｊ③鋤“長調や屡俳園

重Ｊ心坤ｅぐく剖研簿［

（二八ｍ八ｌ卜入Ｈ，（一希

剰無

岬導朴

やｌトー

無堂

彊錘逢糾

置謹侭謡

A
kita U

niversity
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